
「自己を見つめ、心豊かに
学び合う児童の育成」

～多様な考えを交流させる

道徳の授業づくりを通して～



校内研修計画
第１回「全体計画検討会」（４月）

研究主題、日程、組織、研究内容、研究方法等の確認

第２回「全体会・班別研修」（５月）

年間指導計画、全体計画、別葉の見直し

第３回「演習・講義」（６月）

「魅力ある道徳授業をつくる ーICT機器の活用ー」 群馬大学久保教授

第４回「提案授業①」（６月）

４年１組 主題名：熱中していても 教材名：やめられない？とまらない？ 内容項目：A-3 節度、節制

第５回「全体会」（７月）

道徳の授業についての共通理解

第６回「全体会」（８月）

全国小学校道徳教育研究会研修報告

第７回「班別研修」（９月）

道徳研究授業検討会①

第８回「提案授業②」（１０月）

６年１組 主題名：明るく生きる 教材名：手品師 内容項目：A-２ 正直、誠実

第９回「研究授業」（１０月）

４年１組 主題名：相手の気持ちに寄り添って 教材名：ゆうきの心配 内容項目：B-７ 親切、思いやり

第１０回「班別研修」（１０月）

道徳研究授業検討会②

第１１回 「要請訪問」（１１月）

３年２組 主題名：本当の友達 教材名：なかよしだから 内容項目：Ｂ－９ 友情、信頼

あゆみ３組 主題名 未来を変える一歩をふみだす 資料名：ＳＩＮＧ 内容項目：希望と勇気、努力と強い意志



第１回「全体計画検討会」
研究主題、日程、組織、研究内容、研究方法等の確認

「自己を見つめ、心豊かに学び合う児童の育成」～多様な考えを交流させる道徳の授業づくりを通して～

＜これまでの研究成果の確認＞→今年度の研究に生かす

★基本的な学習過程「玉小スタイル」 めあて→見通し→自力解決→学び合い→まとめ→振り返り

★発問構成の工夫（主発問、基本発問、補助発問等）

★実感を伴う振り返りの工夫

★板書の工夫

☆めあて・振り返りの徹底・充実

☆朝トク

☆家トク

☆読書

☆自己肯定感・自己有用感



道徳教育を推進するにあたって

〇教育活動全体で進める道徳教育
・何をやっても道徳教育

・何から手を付けてよいか分からないのも道徳教育

→できることから意識してやってみる

〇道徳教育の要となる道徳科の授業

「考え議論する道徳」

→多様な考えを交流させる道徳の授業づくり



教育活動全体で進める道徳教育



教育活動全体で進める道徳教育 学校行事とのかかわりで



教育活動全体で進める道徳教育 教科等の授業のかかわりで

相手へのメッセージを加える
ことで道徳的心情を育てる



教育活動全体で進める道徳教育 家庭を巻き込んで

学級通信より抜粋
道徳科の授業の様子を学級通信で紹介



教育活動全体で進める道徳教育 さまざまな教育活動で

委員会活動

たてわり活動

総合的な学習の時間

教室の掲示・・・・

子どもの主体的な活動を
通して、心情を育てる



第２回「全体会・班別研修」
年間指導計画、全体計画、別葉の見直し

☆行事や各教科などの教育活動全体の中で扱う内容
項目を意識しながら計画を立てる



道徳教育の要となる道徳科の授業

～多様な考えを交流させる道徳の授業～



学習指導要領・はばたく群馬の指導プランⅡ等の確認



道徳アンケート の実施・分析

１ あなたは、道徳の時間に 自分のことについて かんがえることができますか。

２ あなたは、道徳の時間に 考えたことを 発言することができますか。

３ あなたは、道徳の時間に 友だちの考えを聞いて はっとしたり、なるほどと

思ったりしたことがありますか。

４ あなたは、道徳の時間に学習したことを 道徳以外の教科の学習をしているときに

思い出すことがありますか。

５ あなたは、道徳の時間に学習したことを 行事や委員会活動など 学習以外の活動で

思い出すことがありますか。

６ あなたは、道徳の時間に学習したことを 家の人に話すことがありますか。

７ あなたは、道徳の時間に学習したことが ためになると思いますか。



１ あなたは、道徳の時間に 自分のことについて
かんがえることができますか。

よくできる

51%
だいたいできる

45%

あまりできない

4%

できない

0%

考えること

よくできる だいたいできる あまりできない できない



２ あなたは、道徳の時間に 考えたことを
発言することができますか。

よくできる

34%

だいたいできる

27%

あまりできない

32%

できない

7%

発言すること

よくできる だいたいできる あまりできない できない



C＆Sの実施 ← 自分の考えを発表できる学級（授業の前提条件）

☆「集団」と「個」の両方から実態を把握
☆「自己肯定感」「学級の雰囲気」の結果を確認し、学級経営に生かす



第３回「演習・講義」
「魅力ある道徳授業をつくる ーICT機器の活用ー」 群馬大学久保教授



第４回「提案授業」
４年１組 主題名：熱中していても
教材名：やめられない？とまらない？ 内容項目：A-3 節度、節制



４年 主題名：熱中していても
教材名：やめられない？とまらない？ 内容項目：A-3 節度、節制



４年 主題名：熱中していても
教材名：やめられない？とまらない？ 内容項目：A-3 節度、節制



第５回「全体会」
道徳の授業についての共通理解

授業の基本的な流れ

○導入（５分以内）

１.本時で扱う道徳的価値について問題意識をもつ。

※ICTの活用

○展開

２.教材文の範読を聞く。（５分）→宿題で読ませてきてもよい

３.教材を通して、道徳的価値についての考えをもち、交流する。

（１５分）

基本発問、中心発問、補助発問

※ ペア活動等 ここまでで２２．５分



教材から離れる（２２．５分）

４.道徳的価値に対する多様な意見を知り、学習のめあて

についてもう一度考える。（１０分～１５分）

※ここが大事！この時間を十分にとりましょう！

○終末（５分）

５.本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを

振り返る。

※考える時間、書く時間をとる。発表は数名でよい

場合によっては宿題でもよい



大事なこと（キーワード）
☆ペア活動をたくさん取り入れる・・・聞き手の学び
になる

☆傾聴ー語る

☆２２．５分・・・教材から離れる

☆ICTの活用・・・導入のアンケート等

☆教師の求める大きな変容が見られなくてもよい

考え、議論する過程を見取る

→考える場面、比べる場面の設定

☆はばプラⅡ「実践事例」の活用

☆学習指導要領で内容項目の確認



第６回「全体会」
全国小学校道徳教育研究会研修報告

授業実践発表から

①概念的・知識で終わらないように

②自己（考え・人生）を見つめ直す時間

③「行動」ではなく、「それを支える心」について
考える

④学級づくりが土台になる

⑤学習指導要領を読み直しましょう

⑥子どもが気づいてない部分に気づかせてあげる



第６回「全体会」
全国小学校道徳教育研究会研修報告

自己の生き方についての考えを深める授業構想

☆道徳性は授業だけでなく、日々の生活を通して養われる

☆行事・イベント等、日頃から計画的に指導する

☆理解→自覚・体験・行動→理解（次につながるように）

☆議論を通して、多面的・多角的に考える

☆自己（人間として）の生き方について考えを深める

☆道徳の評価は「魚拓」をとる



第７回「ブロック別研修」
道徳研究授業検討会



第７回「ブロック別研修」
道徳研究授業検討会



第８回「提案授業」
６年 主題名：明るく生きる 教材名：手品師

内容項目：A-２ 正直、誠実



６年 主題名：明るく生きる 教材名：手品師
内容項目：A-２ 正直、誠実



６年 主題名：明るく生きる 教材名：手品師
内容項目：A-２ 正直、誠実



提案授業から学んだこと（生かしていきたいこと）

「考え、議論する道徳」の目指す子どもの姿があらわれ
ていたこと

教師の問う姿勢、きく姿勢、決断を迫り、一緒に考える
姿勢や教師のメッセージ性

全て自我関与の発問であること

テーマ課題→教材課題への焦点化→テーマ課題

４５分間の有効利用

キーワードで対比、見やすい板書

子ども鍛え、しつけ、最高学年としての自覚



第９回「研究授業」
４年 主題名：相手の気持ちに寄り添って 教材名：ゆうきの心配
内容項目：B-７ 親切、思いやり



４年 主題名：相手の気持ちに寄り添って 教材名：ゆうきの心配
内容項目：B-７ 親切、思いやり



４年 主題名：相手の気持ちに寄り添って 教材名：ゆうきの心配
内容項目：B-７ 親切、思いやり



授業から学んだこと（生かしていきたいこと）

授業の柱を整理し、じっくり考える時間を確保

自分の考えを書くこと、ICTの活用について、日々
子どもを鍛えている

「相手の気持ちを考える」→さらに掘り下げて
「相手を知る、絆が深まる」と問いた点



第１０回「ブロック別研修」

道徳研究授業検討会②



第１１回 要請訪問 研究授業

３年 主題名：本当の友達
教材名：なかよしだから
内容項目：B-９ 友情、信頼

特別支援学級
主題名：未来を変える一歩をふみだす
資料名：ＳＩＮＧ 内容項目：Ａ-５
希望と勇気、努力と強い意志



本日 研究指定校研究発表会

授業・授業研究会 いかがでしたでしょうか？

今後・・・成果と課題の検討・共有

教師も子どもも楽しんで道徳科の授業に取り組む


